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 会報発行５０号を祝し心より御祝い申し上げ

ます。 

 平成１６年に新第二創業で新執行部ができ、

日本経営士協会運営体制の刷新がはかられまし

た。それと共に、それ以前の会報とも発行コン

セプトを改め、第一号を発行し、会員目線に

沿った会報として生まれ変わりました。 

 会報編集長をはじめ、携われた皆様、原稿を

執筆されることに携わった会員の皆様、誠にご

苦労様です。有り難く深く感謝申し上げます。 

 号を重ねてまいりましたが、いろいろと趣向

を凝らして会員の満足度を高めるべく尽力して

下さり、原稿執筆のために時間のやりくりは大

変だったと思います。 

 会員と協会が一体となって、記念すべき会報

第５０号を迎えることができました事は誠に喜

ばしく協会と会員を繋ぐ絆として、協会の継続

的な発展に繋がっていると信じています。 

 会報というのは協会の未来を拓くことに繋が

る、いわば協会の「想いの掲示板」と言っても

良く、それが会員の心に響く想いや、ときには

拘りとなって、視覚化させる重要な媒体である

のです。  発行する側としては、丁寧なヒヤ

リングを重ね、そこに協会と会員の双方の深い

思い遣りが生まれることと信じて、年４回の定

期発行を継続してきています。 

 協会は、方針や考え方などを正しく伝えられ

るように、熱のこもった想いをこめて発信して

      

おります。 ビジョンを語り、関係

者と深いリレーションをとる等、こ

のような地道なところに時間をかけ

て心に響く掲示板づくりをしていか

なければならないと考えています。 

 私達のパフォーマンスをあげる能

力は、最初から、個人や組織の中に存在してい

ても、実は眠っていると考えられています。そ

の眠りを生きたものとして目覚めさせることに

より、向上というものが生まれます。 

 社会に求められるグローバルな人材は、個を

磨くことによって資質を高め、それが集合され

てはじめて、組織で動ける体制へと昇華させる

事ができるのです。 

 また柔軟な発想ができるようになるために、

「弁証法」の手法を応用して、一人の自分の意

見と他方の自分による反対意見との対立と矛盾

を通じて、より高い段階の認識へと繋がるよう

に、対話を深めることが良い結論を導くための

必須条件であるといえます。 

 会報が、そのような契機に繋がることも願っ

ています。 

 永い伝統を持つ日本経営士協会がさらなる発

展をするために、会員の皆様が力を結集させ

て、それぞれのプロとしての持ち味を活かせる

ように、さらなる智慧を創造して参りましょ

う。  全会員が成長し、充実した人生を送

れ、組織的に社会貢献できることに繋がる会報

を目指してまいります。   
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■巻頭挨拶  

 日増しに秋の深まりを感じる季節となり

ましたが、皆様におかれましては健やかに

お過ごしのことと存じます。 

 今年度から九州・中国支部の支部長に就

任し、新体制が発足して早6ヵ月が経過しま

した。  

 これまでの支部の良いところは継承しつ

つ、所属する会員にとって有益な活動がで

きる支部になるよう運営していきたいと考

えております。 

 また、支部間の交流もこれまで以上に活

発に行っていきたいと考えておりますの

で、会員の皆様の積極的なご参加をお待ち

しております。 

 

■おいしいチーズの話 

 10月中旬、当社が運営している「山口宇

部経済新聞」（みんなの経済新聞ネット

ワーク、http://minkei.net/）の全国ミーティ

ングに参加するため、約15年ぶりに北海道

に行った。 

  その会合で、札幌で「北海道イタリアン

チーズ」を製造販売している経営者から興

味深い話を聞いた。 

  

  チーズ職人のイタリア人が「北海道には

おいしい牛乳はあるが、おいしいチーズは

ない」と言うと。 

 「でもそれは当たり前。イタリアには3千

年ものチーズの歴史があり、代々伝わる

チーズ屋がたくさんあり、それぞれが独自

の技術・製法を継承している。だからおい

しい。 

 

 日本には、同じように古くから伝わる素

晴らしい豆腐屋や漬物屋がたくさんある。

想像してみてほしい。日本の漬物に興味を

持ったイタリア人が、イタリアで漬物を作

り始めたとして、すぐに日本の漬物と同じ

味を作り出すことができるだろうか」と。 

 

 それはそうだと深く感心した。おいしい

チーズを作るためのレシピはあるだろう

が、その通りに作ったとして誰もがおいし

いチーズを作れるわけではない。毎日同じ

作業を繰り返し、失敗と成功を重ねなが

ら、何年、何十年と続けることで最高のも

のを作り出すことができるのだ。  

  私たちの仕事もそうだと思う。プロの仕

事とはそういうものだと思う。 

  同じようなことを毎日繰り返す中で、常

に最適解を求め、顧客と向き合い、自分自

身と向き合い、研鑽を重ねる。そして、何

かに気付き、その何かについて考え抜き、

また繰り返す。 

  プロの仕事について改めて気づかされ

た、久しぶりの北への旅だった。 

 

  イタリアのチーズ職人が北海道の牛乳で

作る「北海道イタリアンチーズ」は、千歳

空港でも販売されています。北海道に行っ

た際にはぜひ。おいしかったですよ。 
http://www.north-utd.com/store/
fattoriabiohokkaido.html 
 

■最後に 

  来年度以降の本部理事就任に向けて、ま

ずは理事心得という立場で本部運営に参画

することになりました。  

 はなはだ未熟者ではございますが、日本

経営士協会の発展に少しでも寄与できれば

と思います。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 
 
 

 

以上 

田辺 久豊 記 

http://www.north-utd.com/store/fattoriabiohokkaido.html
http://www.north-utd.com/store/fattoriabiohokkaido.html
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 サラリーマン生活40年（大手機械メーカーで

設計・生産技術の業務に従事）を経て独立を決

断。なぜ経営コンサルタントを目指したのか？

どのようにして独立にこぎつけたのか？その物

語です。 

 

第一章 人生観が変わる 

全社を挙げて取り組んだ「モノづくり革新」活

動。改善スタッフとして、また現場の推進役と

して、改善活動に従事する。多くの失敗を経験

できたことは、とても貴重でした  

■ 当たり前が当たり前でなくなる 

トヨタ自動車の素晴らしさを知る！ 

「トヨタ式カイゼン」を実践して、

「モノづくり」の本質（顧客が喜

び、会社が儲かり、私たちが豊かに

なる）を学びました。 

生産工場の「あるべき姿」（最強の原価を創

り、最高の品質、最短の納期を目指す）につい

て考えさせられました。つくり方の常識が覆り

ました。 

■ 物の見方・考え方を学ぶ 

改善の基本を学ぶ！   

＜５ゲン主義＞ 

事実（現場・現物・現認）に基づ

き、原理・原則(行動基準)で考え

る。 

＜全体最適化＞ 

木も見て森も見る。（俯瞰的に見

る、体系的に見る）ずっと大事にし

てきた仕事の基本です。  

■ 人生の師に巡り合う 

改善の素晴らしさを実感する！  

「長年、石川先生の指導を受け、仕事や会社が

変わることを実感して、いつかは自分もそうい

う立場になりたい」と思ったこと

を今でも覚えています。改善に興

味を持ち、先生の人柄に惹かれ、

コンサルタントを目指そう思いま

した。 

■ 目指す目標がはっきりする 

改善で一番を目指す  

好きこそ物の上手なれ。人生の目

標が明確になり、やる気が高まり

ました。改善で一番を目指しまし

た。とにかくやめませんでした。

一生懸命やること、やり続けるこ

との大切さを学びました。 

■ 抵抗勢力の壁 

組織改革の困難を知る！ 

改善スタッフとして、事務局として悩みが絶え

ませんでした。幹部・ベテラン社員の

抵抗は凄まじいものでした。現場の反

発は相当なものでした。 

改善を通して、「小さなことの積み重

ねが、大きな変化を起こす原動力にな

る」ということを学びました。 

 

■ 信念を持つ 

コンサルタントの原点を見出す！ 

色々と苦労する中で、自分なりに

「企業をよくする」ために必要こ

とについて思うところ持ち、当時

の心境を書き綴った一文です。 

「私の夢は会社が良くなることです。実現に

向け、個人で出来ること『相手の立場で仕事を

進める』事を心がけて仕事に取り組んでいきた

いと思います。そうすることが部門の壁を乗り

越える、第一歩だと確信しています。」 

手法や方法論も大事、しかし、会社の文化を

変えようという風土・体質がそれ以上に大事で

あるということを学びました。 

サラリーマン時代（42歳～49歳）に「トヨタ

式カイゼン」を実践できたこと、人生の師匠に

巡り合えたことは幸運でした。 
 

第二章どん底から這い上がる 

改善活動・プロジェクト活動の絶頂期から一転 

して奈落の底へ突き落される。「後悔先に立た 

ず」と言われますが、自分にとって必要なこと 

であり、大切な時間でした。 

 

■ 挫折を味わう 失敗から 

多くのことを学ぶ！ 
● 自分らしく生きる。 

● みんなに感謝する。 

● ・・・ 

 自分らしく生きる 執着を

手放す！  

「一番大切なのは、自分に合っ

た生き方をすること、人は人、

自分は自分、あせらず、マイペースで良

い」エゴを超えることができました。執着

を手放す 

ことができました。人生について真剣に向き合 

うことができました 

 

            

ᵣ ʠʡ ˲ 
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■ みんなに感謝する  
なぜか感謝の気持ちがわく！ 

● 両親・兄弟に感謝 

● 祖父母に感謝 

● 家族に感謝 

● 石川先生に感謝 

● プロジェクトメンバーに感謝 

● 先輩・上司・同僚に感謝  
みんなが見てくれていました。みんなに支えら

れていました。心が救われました。「一生懸命

やる」ことの大切さを実感しました。 

■  コンサルタントを夢見る 

希望を持ち続ける！ 

「石川先生のような立派な指導者となり、定年

後にンサルティングが出来るようになる」 

夢を持ち続けていたい。希望を持ち続けていた

い一心で、手帳に書きこんでいました。 

 どん底（50歳～53歳）から這い上がれたのは

「自然の力」を得られたこと、それと、ずっと

見守ってくれた妻と子供のおかげです。 

 

第三章 独立を決断する 

 職場も変わり新たな仕事へのチャレンジで

す。仕事に価値を見出し、人生を楽しむことが

私の生き方です。 

■ 信念を貫く 

相手の立場で仕事をする！ 

お客様の話をよく聞き、お客様と一緒に仕事

（問題解決）をさせていただきました。お客様

に喜んでいただきました。いつの間

にか仕事が増えていました。信用

（人間関係の構築）が一番だと気づ

きました。 

お客様との関わりが増える（深ま

る）に伴い、「定年後にコンサルタントにな

る」という、夢を現実のものにしたいという思

いがよみがえってきました。  
■ 自分を磨く 自信を積み上げる！ 

コンサルタントを目指すうえで「何かが足り

ない？」そんな気がしました。知識

が足りない？スキルが足りない？経

験が足りない？とにかく、出来るこ

とは今のうちにやっておこうという

考えから「日本経営士協会」に入会

しました。 

最初は「何かが足りない？」だから勉強しよ

うと思っていたことが、色々なことを経験する

うちに、「こういう能力があったのか！！」と

いうことに気づき、だったら、その能力を活か

してコンサルティングをやっていこうと思うよ

うになったこと。不思議です。「行動し続け

る」ことの大切さを実感しました。 

■ 独立を決断する  
人生を楽しむ！ 

先輩諸氏から、「やらないのはもった

いないですよ」、「応援しますよ」と

いう力強いお言葉をいただく。自分も

これだけやってきたんだから「もうい

いんじゃないか」と思うようになり、妻に話を

すると、「いいですよ」とあっさり言われてし

まいました。分かってくれていました。目標の

前倒しです。100%の自信はないが、始めるな

ら、早い方がよいと思い決断しました。「思

い」は伝わるということを実感しました。 

■ 独立に際して 

「初心忘るべからず！」 

今の気持ちを大切にしようと思い、書き綴っ

たものです。 

【ミッション】 

・いい会社を増やす 

「当たり前のことをする」を正しく

伝える 

【行動指針】 

・人生を楽しもう、仕事を楽しもう 

・勇気をもってチャレンジしよう 

・相手の立場で仕事をしよう 

・感謝される仕事をしよう 

・創造的な仕事をしよう 

【スローガン】 

・現場を大切にする、人を大切にする、心を

大切にする 

【座右の銘】 

一期一会、一意専心、為せば成る、見切り千

両、上善如水、・・・ 

最後に 

「人生は実に面白い」と思います。積極的に

行動することで、いろいろな知識や経験が得ら

れる。そこから、物の見方や考え方が変わって

いく。当たり前のことですが、いろいろなこと

にチャレンジすることが、人生を楽しむ秘訣だ

と思いました。            以上 

 

2013年04月 日本経営士協会入会（55歳） 

2015年02月 ・経営士補取得 

2015年07月 日本インタビュアー協会 

・中級インタビュアー取得 

・産業インタビュアー取得 

2015年12月 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力開発機構 

・心理ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ1級取得 

・コーチング1級取得 

2016年04月 全日本能率連盟 

・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ・ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ取得 

・国際ﾗｲｾﾝｽＣＭＣ取得 

2016年07月 経営士取得（58歳）  
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 8月27日に実施した九州・中国

支部の研修会に関西支部の上原

先生が参加されました。支部の

垣根を越えた交流があったこと

は大変喜ばしく、今後私自身も

積極的に支部間の交流を図っていきたいとの気

持ちを新たにしました。 

 11月は九州・中国支部の毎年恒例の一泊研修

です。今年は原田剛先生が活動されている佐賀

県武雄市に行って研修をします。今回は本部か

ら藤原理事長が参加されます。今年の参加申し

込みは既に締め切りましたが、来年は熊本市に

行く予定です。皆様のご参加をお待ちしており

ます。 
 

活動状況（支部研修会等） 

8月27日（土）14：00～16：30 支部研修 

【テーマ】経営計画書とマンスリーレポート

は、無担保（無保証）融資10億円への最短条件 

講師：中島良一 

場所：福岡市NPO・ボランティア交流センター

あすみん 福岡市中央区今泉1-19-22 天神ク

ラス4階 

9月29日（木）14：00～17：00 経営セミナー 

福岡ビジネス交配会 

講師：中村伸一 

場所：福岡市NPO・ボランティア交流センター

あすみん 福岡市中央区今泉1-19-22 天神ク

ラス4階 

５．平成28年10月～12月の活動予定 

10月29日（土）13：00～17：00 必須4科目講

習会 

コンサルティング技術初級講習会 

講師：今井信行 

場所：福岡市NPO・ボランティア交流センター

あすみん 福岡市中央区今泉1-19-22 天神ク

ラス4階 

11月18日（金）、19日（土） 1泊研修 

研修地：佐賀県武雄市 

Ẽ   

 

 首都圏支部の榎本で御座いま

す。 先般首都圏支部では会員の

みでなく、多くの企業経営者様を

対象に「セミナー」を開催致しま

した。 

 昨年４月に首都圏支部が装いも新たに発足し

て初めての試みであります。 

 集客数は目標の５０名には至りませんでした

が、役員全員が一致団結して「チラシ」を作成

し、各自チラシ配布やSNSを利用した集客活動を

している様は、正に「共業」であったと感じて

おります。 

 またセミナーの内容も「時流」に即したもの

であり内容であり、会員はもちろんの事ご参加

頂いた経営者の方々から喜びの声を頂戴する事

が出来ました。 

 今後も第２回、第３回と継続していく事で、

首都圏支部のみならず日本経営士協会の発展に

寄与できると確信している所で御座います⁹ 

Ẽ   
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ト）がセミナー講師を務め、実際のコンサ

ルティングの際の経験談を交えながら実戦

に即したセミナーを開催しております。 

 

 ま た 会 員同 士 の「共 業」・「共 用」・

「共育」も促進しており、ITと特許の融合

による企業支援、製造業に携わる会員の共

業による教育関連企業及び公立大学への教

育支援などを実践しています。 

 

２．平成28年10月～平成29年3月までの活動予

定 

（１）PIOセミナー「中小企業経営革新塾」  

 PIOにおける「中小企業革新塾」も7年目を

迎えます。次のテーマについて、ご興味のあ

る方のご参加をお待ちしております。 

 

（２）第20回いたばし産業見本市にブース出

展致します。 

 平 成28年11月10日（木）・11日（金）に 開

催される「第20回いたばし産業見本市」に

「企業支援」部門でブース出展致します。 

 

 ブースでは日本経営士協会および当研究会

についてご紹介します。 

 入場は無料です。 

 第20回いたばし産業見本市の公式サイト

は、http://www.itabashi-iie.jp/  

 

 

 

 

 

 

 

 

となっています。 

 板橋区の製造業の状況にご興味のある方の

参加をお待ちしております。 

 

１．経営コンサルティング研究会とは 
 

経営コンサルティング研究会についてご

存知無い会員の方が多いかと思われますの

で、簡単に当研究会についてご紹介致しま

す。 

当研究会の前身は、旧理事 久崎 勉先

生の呼びかけで集まった製造業関連を専門

とする経営士が2008年２月に結成した「製

造業コンサルタント研究会」が母体となっ

ています。 

 

その後、製造業のみならず小売業・サー

ビス業に対する活動も視野に入れて、平成

25年に「経営コンサルティング研究会」と

改名して活動しています。製造業コンサル

タント研究会としての活動を含めると、研

究会活動は８年目となり、日本経営士協会

において設立された最も古い研究会と言え

ます。 
 

■研究会とは、 

・研究会とは、好学の士が集まり、経営に

関する特定の専門分野ついて研究・実践す

る。 

 

会 員の行 動指 針である「共業」・「共

用」・「共育」を実践し、会員同士の相互

研鑽を通じて、協会活動の活性化の一翼を

担う。 

 

・研究会は、専門分野を重視して日本の経

済活動の活性化を図るとともに、会員のビ

ジネスチャンス拡大を図ることを目的に、

日本全国横断的な活動を目指す事を目的と

した会員の自主的な活動組織です。 

 

 経営コンサルティング研究会では、上記

「研究会設立指針」に基づいて活動してお

り、外部に対しては「JMCA経営コンサル

ティングチーム」の名称で、（財）大田区

産業振興協会様の協賛を得ながら、毎月定

期的に太田産業プラザPIOにて（通称：PIO

セミナー）「中小企業経営革新塾」を運営

しております。 

 「中小企業経営革新塾」では、一線で活

躍されている経営士（経営コンサルタン

http://www.itabashi-iie.jp/
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なっており、順調に増やしてきています。 

【現状の課題】 

 17年間配信を継続し、1200名の読者を持つ

メルマガに成長してまいりましたが、メルマ

ガが届いても内容を見ない方も多くいるよう

です。文章量が多く執筆者が固定化されマン

ネリ等の声もあります。 

 そこで、首都圏支部の会員の方々から意見

を頂き、ＳＮＳ委員会で検討の結果、「メル

マガをＪＭＣＡ会員の紹介の場として活用、

会員の持ち味をアピールすることでＪＭＣＡ

の知名度向上に繋げよう」という方向になり

ました。 メルマガで紹介する会員の順番等

は、現在検討中です。半年を目処に、新生メ

ルマガに移行の予定です。 

会員の皆様のメリットのあるメルマガを目指

していますので、ご協力の程、宜しくお願い

致します。 

ソーシャルネットワーク（以下、SNS）の活用 

【現在】 

 2年前より、フェースブック（以下、ＦＢ）

を利用して、メルマガで配信しているコンテ

ンツを、そのままＦＢに転記することから始

めました。ＦＢページを参照願います。 

https://www.facebook.com/Jmca.honbu/ 

 現在までに、「いいね」の数は１４８件

で、積極的なプッシュをしていないため、広

がりは芳しく有りません。 

【今後】  まずは、会員の皆様にhttps://

www.facebook.com/Jmca.honbu/を覗いて頂

き、ご意見を書き込んで頂ければ幸いです。 

双方向

のやり

取りを

通じ

て、少

しずつ

より良いものに創り上げていくプロトタイピ

ングが、これからのネット社会のＳＮＳ活用

のポイントかと考えています。 

ＳＮＳは、ネットでの炎上の懸念もあり、慎

重な運用が必要ですが、今後、どのような利

用の仕方が良いのか、引き続き、ＳＮＳ委員

会で検討していきますが、  皆さんの御意見

をお待ちしています。ishihara@jmca.or.jp 

  

ＳＮＳ活用委員会の活動紹介 

 ＳＮＳ活用委員会は、現在4名で活動し

ています。メルマガ5日号編集担当の丸山一

樹先生、15日号編集担当の我妻先生、25日

号編集担当の小平理事、編集長の石原で

す。ＳＮＳ活用委員会は、主に旬刊のメル

マガの編集＆発行と、ソーシャルネット

ワーク（以下、SNS）を活用した、日本経

営士協会（以下、ＪＭＣＡ）の広報活動を

担っています。今年度は、ＪＭＣＡのＷＥ

Ｂの維持改廃を担っているＪＭＣＡ事務局

と連携を深め、広報の活性化に取り組んで

います。以下に、活動状況を報告致しま

す。 

ＪＭＣＡメルマガについて 

【歴史】 

ＪＭＣＡメルマガは、2016年8月25日号で

通算611号となりました。旬間で3回/月の発

行で、17年間続いていることになります。

今井会長（当時理事長）が発行責任者で始

まり、坂上先生（当時理事）が編集責任者

として取り組みを広げてきました。現在

は、「コンサルタント向け」、「社長・経

営者向け」、「コンサルタントを目指す方

向け」の3本のメルマガを、同じ内容で発行

しています。 現在の原稿執筆者は、5日号

が今井会長、藤原理事長。15日号が、山本

専務理事、宮地監事、酒井先生。25日号

は、横山篤志先生、石原です。 

石原が編集長を引き継いだ2008年頃は、

定期配信が課題でしたが、寄稿者、編集者

のご協力により、近年は定期配信が定着し

てきました。寄稿者、編集者の方は、自身

の仕事も忙しい中で、ボランティアで担っ

てもらっています。 

特に今井会長には、創刊号から寄稿して

いただいており、又、横山篤志先生には１

１０回の長きに亘って、連載をしていただ

いています。 

現在のメルマガ購読者数は、下表の様に

なっており、順調に増やしてきています。 

ƼȱɱȳɩȽɱɆǵɕɫ ⱷ ǵ

˧ ƽ ȅǗȅǗ   481 

ƼȱɱȳɩȽɱɆǒȐ ɵ ᵣ ǿ

ǵɟɁȹɶȶƽ ȅǗȅǗ    135 

Ƽ ᵣ ɵ ǑȏǺȱɱȳɩȽɱ

Ɇș Ǡ ǿƽ    576 

ֻ  1192 
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事業価値を高める経営レポー

ト(４社)の経産省ポータルへ

の掲載の継続的推進。 

  

 11 12

 
 

 

 
 

センター長（研究会主査）のご

挨拶 

 

 今年度は、経産省が推奨する

中小企業の知的資産経営の支援

を軸として活動を実施していま

す。 

 現在、知的資産経営報告書（事業価値を高め

る経営レポート）の事例集の経産省ＨＰへの

アップと推進月間（ＷＥＥＫ２０１６）として

イベント実現に向け活動を進めています。 

  

  

 平成２８年7月～9月までの活動実績   

 神奈川県の２社及び静岡東部の２社 計４社

の事業価値を高める経営レポートの経産省ポー

タルへの掲載に向け推進中。同時に静岡東部１

町をモデル地区として行政への働きかけを実

施。具体的には11月～12月にかけ知的資産経

営推進月間（ＷＥＥＫ２０１６）の一環として

イベントを地域行政、商工会、関東経済産業局

の支援を受け開催を目指します。 

  

  

 平成２８年10月～12月での活動予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

センター長（研究会主査）

のご挨拶 

 

 千葉県は、千葉地域と

東葛地域に大きく二分され

ていることは、以前にもこ

こで書かせていただきまし

た。両地域の往来は、それ

ぞれの地域から東京に出るのと比較し、約

１．５倍かかります。 

この度、東葛地域でご活躍しておられる、

若手の稲葉先生と我妻先生のお二人が加わっ

ていただくこととなり、この機会に、名前を

千葉東葛経営支援センターと改め、同時に、

世代交代も図り、稲葉センター長、我妻副セ

ンター長、酒井顧問の新布陣でリニューアル

スタートを切ることとなりました。 

私酒井の時代は情報収集や人脈構築などの

基盤作りに力を注いできましたが、新生する

千葉東葛経営支援センターでは、稲葉セン

ター長、我妻副センター長を中心とした新体

制のもと、経営支援センターとしての本来的

活動が始まります。ご期待ください。 

千葉地域、東葛地域にお住いの日本経営士

協会の会員の皆様におかれましては、リ

ニューアルスタートする、千葉東葛経営支援

センターにお加わり頂ければ幸いです。 

どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

 
 

《千葉東葛経営支援センターの活動地域イ

メージ図》 
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センター長の挨拶 

 仲秋の候、協会会員の皆様

におかれましては益々ご健勝

のこととお慶び申し上げま

す。 

 

 政権末期（明治時代からの統治機構の終

焉）1日も早く国から新時代に相応しい統治

機構改革することが優先しなければならな

いのに、現政権においては変えられないど

ころか既得権益＆特定利害関係団体の足掻

きによる行動が目立ってきている始末。 

 

 新時代官僚主導から国民主導へ 

変化、国民（消費者）個人中心社会に移行

していることを、的確に捉えなければなり

ません。 

  

 新時代こそ日本経営士協会経営士のマネ

ジメント活動が主流であること認識し新た

な社会の仕組みから企業の仕組みを見直

し、時代のニーズに相応しい社会構築でき

るよう指南していく使命があることに経営

士は気づき協会本部中心に全国支部＆経営

支援センターが総合力で国民のニーズを的

確に捉えたところでの経営指針構築に向け

た指導助言しなければなりません。 

  

 その為にも今までの経験実績から時代の

ニーズに相応しい処方箋が出せるよう、個

客のニーズを感じ取れる感性を磨きながら 

研鑽と地道な（問題意識を持ち的の得た処

方箋が出せること）努力が必要です。 

 

 協会認定経営士は、補助金普及員、金融

支援ではなく、理念から方針・計画（現実

を的確に捉えた）・実践現場指導等、結果

の出せる指導のできるようでなければなり

ません。  

 

ᵣ ҲḸף 

Ῥ ᵣ ȹɱȽɶ ҲḸף 
       

7 9  

 

・センター移動経営相談室 

 （福島県内毎月２回出張企業相談会） 
 

・会津経済懇話会定例会 

 （会津若松市：毎月第1・第3土曜日） 
 

・協会マネジメント技法研究会あいづ地方研

究会（会津若松市：毎月１回） 
 

・６次推進事業プロジェクト研究会（会津若

松市：毎月１回） 
 

・協会本部東北地区（郡山）コンサルタント

初級技術講習会（9月24日郡山ビックパレッ

ト） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２８年10月～12月までの活動予定  

 

・センター移動経営相談室 

（福島県内毎月２回出張企業相談会） 
 

・会津経済懇話会定例会 

（会津若松市：毎月第1・第3土曜日） 
 

・協会マネジメント技法研究会あいづ地方研

究会 

（会津若松市：毎月１回） 
 

・６次推進事業プロジェクト研究会 

（会津若松市：毎月１回）  
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ה  

 〒112-0004  東京都文京区後楽２－３－１０ 白王ビル４Ｆ 

電話/FAX：03-6801-6630 http://www.jmca.or.jp/ 

 

 〒112-0004  東京都文京区後楽２－３－１０ 白王ビル４Ｆ 

電話/FAX：03-6801-6630 http://shutoken.jmca.or.jp/ 

 

〒166-0003  東京都杉並区高円寺南１－２０－１６－２０６   

電話/FAX：03-6750-9087  

ה  

〒578-0935 大阪府東大阪市若江東町４－２－１２  

電話：06-6725-8292 FAX：06-6725-8292  

http://www.jmca-kansai.net/ 

ה  

〒813-0044 福岡県福岡市東区千早４－１５－１２－３０１ 

電話：092-663-5512 FAX：092-663-5612 http://www.jmca-kyushu.org/ 

ה  

〒755-0036 山口県宇部市北琴芝１－６－１０ 

 電話：0836-33-6717 FAX：0836-33-6753  

 

 

  

 特定非営利活動法人 

 日本経営士協会 

  

 事務局 

       

 ∑  

 電話/FAX： 

 03-6801-6630 

 E-Mail： 

 jimu@jmca.or.jp 

פּ ףּ  

 Ẍ  ּצ ︡ ףּ ︡ בֿ ︣Ḯ  

פֿ     ףּ וֹ ︡ ︡ Ḯ 

  Ẍ ṇ ṇ ḭךּ ךּ︠פֿצּ ︡ Ḯ  

פֿ     פֿ ḭֿפ ףּשּ︡ ךּ ︡ ︣Ḯ 

http://www.jmca.or.jp/toiawase/index.htm
http://www.jmca.or.jp/
http://shutoken.jmca.or.jp/
http://www.jmca-kansai.net/
http://www.jmca-kyushu.org/
http://www.jmca.or.jp/toiawase/index.htm

